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157 朝鮮民主主義人民共和国による中東諸国への軍事協力

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
よ
る
中
東
諸
国
へ
の
軍
事
協
力

――
一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
武
器
援
助
か
ら
武
器
貿
易
へ
の
転
換
――
）
1
（
　宮　

本　
　

悟

は
じ
め
に

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
北
朝
鮮
）
と
一
部
の
中
東
諸
国
を
危
険
な
国
家
と
見
な
す
傾
向
が
ブ
ッ
シ
ュ
米
政
権
に
あ
る
こ
と

は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
一
月
二
九
日
の
一
般
教
書
演
説
で
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
が
、
大
量
破
壊
兵
器
で
米
国

を
脅
す
テ
ロ
支
援
国
家
と
し
て
北
朝
鮮
と
中
東
国
家
で
あ
る
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
を
「
悪
の
枢
軸
」
と
批
判
し
た
こ
と
も
、
一
つ
の
例
で
あ
ろ

う
。そ

の
た
め
、
ミ
サ
イ
ル
の
輸
出
や
技
術
協
力
な
ど
、
北
朝
鮮
の
中
東
諸
国
に
対
す
る
軍
事
協
力
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
政
権
に
お
け
る
重
要
な

関
心
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
米
国
務
省
が
二
〇
〇
一
年
に
発
行
し
た
『
国
際
テ
ロ
年
次
報
告
書
二
〇
〇
〇
』
で
は
、
テ
ロ
支
援
国
家
に
指
定

さ
れ
た
北
朝
鮮
に
よ
る
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
反
政
府
組
織
が
中
東
関
係
者
の
資
金
に
よ
っ
て
北
朝
鮮
か
ら
兵
器
を
購
入
し

た
こ
と
を
挙
げ
た
）
2
（

。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
に
発
行
し
た
『
国
際
テ
ロ
年
次
報
告
書
二
〇
〇
二
』
で
は
、
北
朝
鮮
が
中
東
国
家
で
あ
る
リ
ビ
ア

や
シ
リ
ア
に
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
移
転
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
3
（

。
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さ
ら
に
、
北
朝
鮮
か
ら
中
東
に
ミ
サ
イ
ル
が
輸
出
さ
れ
て
い
た
事
実
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
一
二
月
九
日
に
、
N
A
T
O

コ
ー
ド
ネ
ー
ム
で
あ
る
ス
カ
ッ
ド
で
知
ら
れ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
イ
エ
メ
ン
に
運
搬
す
る
途
中
の
北
朝
鮮
籍
の
船
舶
が
ス
ペ
イ
ン
軍
艦
に

よ
っ
て
拿
捕
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
）
4
（

。
そ
れ
よ
り
以
前
で
は
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
輸
出
を
認
め
る
こ
と
を
公
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
北
朝
鮮
の

国
営
通
信
社
で
あ
る
朝
鮮
中
央
通
信
は
、
外
貨
獲
得
の
た
め
に
ミ
サ
イ
ル
を
輸
出
し
て
い
る
と
い
う
論
評
を
一
九
九
八
年
六
月
一
六
日
に
報

道
し
た
）
5
（

。
こ
れ
は
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
二
三
日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
訪
朝
し
た
マ
デ
レ
ー
ン
・
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
米
国
務
長
官
に
、
外
貨
獲

得
の
た
め
に
シ
リ
ア
と
イ
ラ
ン
に
ミ
サ
イ
ル
を
売
っ
て
い
る
と
金
正
日
が
語
っ
た
こ
と
と
同
じ
と
い
え
る
）
6
（

。
現
在
の
北
朝
鮮
は
武
器
貿
易
の

一
環
と
し
て
ミ
サ
イ
ル
を
中
東
諸
国
に
輸
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
北
朝
鮮
の
文
献
か
ら
確
認
で
き
る
限
り
、
北
朝
鮮
に
よ
る
中
東
諸
国
へ
の
最
初
の
軍
事
協
力
は
武
器
貿
易
で
は
な
く
、
無
償
の

軍
事
支
援
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
七
三
年
に
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
に
支
援
部
隊
と
支
援
物
資
を
送
り
、
第
四
次
中
東
戦
争
に
参
戦
し
た

こ
と
で
あ
る
）
7
（

。
中
東
諸
国
へ
の
最
初
の
軍
事
協
力
で
あ
る
第
四
次
中
東
戦
争
へ
の
参
戦
の
実
態
と
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
北
朝
鮮

の
中
東
諸
国
に
対
す
る
軍
事
協
力
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
一
歩
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

北
朝
鮮
の
第
四
次
中
東
戦
争
へ
の
参
戦
に
つ
い
て
は
当
時
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
ま
で
研
究
の
対
象
に
さ
れ
た
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
い
）
8
（

。
韓
国
に
お
け
る
金
泰
丸
）
9
（

や
金
国
新
）
10
（

、
朴
在
圭
の
研
究
）
11
（

が
、
北
朝
鮮
の
統
一
戦
略
で
あ
る
非
同
盟
諸
国
外
交
（
第
三
世
界

外
交
）
の
一
つ
と
し
て
、
第
四
次
中
東
戦
争
へ
の
参
戦
を
例
に
挙
げ
た
程
度
で
あ
る
。

研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
当
時
は
北
朝
鮮
か
ら
資
料
が
公
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

最
近
で
は
、
北
朝
鮮
か
ら
も
第
四
次
中
東
戦
争
へ
の
参
戦
に
関
す
る
文
献
が
出
版
さ
れ
始
め
た
。
一
九
九
四
年
四
月
に
出
版
さ
れ
た
『
金
日

成
著
作
集
』
第
四
〇
巻
に
は
、
北
朝
鮮
の
軍
隊
が
第
四
次
中
東
戦
争
に
参
戦
し
た
こ
と
を
金
日
成
が
言
及
し
た
文
献
が
収
録
さ
れ
て
い
る
）
12
（

。

さ
ら
に
一
九
九
二
年
か
ら
出
版
さ
れ
続
け
て
い
る
『
金
日
成
全
集
』
に
は
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
に
派
兵
さ
れ
た
部
隊
に
対
す
る
金
日
成
の
談

話
や
書
簡
が
収
録
さ
れ
、
よ
り
詳
し
い
派
兵
の
目
的
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
エ
ジ
プ
ト
で
ホ
ス
ニ
ー
・
ム
バ
ー
ラ
ク
大
統
領
が
辞
任
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159 朝鮮民主主義人民共和国による中東諸国への軍事協力

を
表
明
し
た
翌
日
で
あ
る
二
〇
一
一
年
二
月
一
二
日
に
は
、
北
朝
鮮
の
支
配
政
党
で
あ
る
朝
鮮
労
働
党
の
機
関
紙
『
労
働
新
聞
』
に
北
朝
鮮

人
操
縦
士
に
よ
る
第
四
次
中
東
戦
争
へ
の
参
戦
を
記
し
た
エ
ジ
プ
ト
人
の
手
記
が
掲
載
さ
れ
た
）
13
（

。

エ
ジ
プ
ト
政
府
も
第
四
次
中
東
戦
争
で
北
朝
鮮
の
支
援
を
受
け
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
）
14
（

。
さ
ら
に
、
第
四
次
中
東
戦
争
当
時
に
エ
ジ
プ
ト

軍
総
参
謀
長
で
あ
っ
た
サ
ア
ド
・
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
（Sa ‘d al-Shā dhilī

）
は
、
彼
の
回
顧
録
の
中
で
北
朝
鮮
の
派
兵
に
つ
い
て
よ
り
詳
し

い
状
況
を
記
し
て
い
る
）
15
（

。

本
稿
で
は
、
北
朝
鮮
と
エ
ジ
プ
ト
か
ら
出
版
さ
れ
た
資
料
を
活
用
し
て
、
非
同
盟
諸
国
外
交
の
一
つ
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
北
朝
鮮
の

第
四
次
中
東
戦
争
へ
の
参
戦
の
実
態
と
目
的
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。
も
と
も
と
第
四
次
中
東
戦
争
へ
の
参
戦
を
非
同
盟
諸
国
外
交
の
一
つ

と
し
て
論
じ
る
の
は
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
北
朝
鮮
の
主
席
で
あ
っ
た
金
日
成
が
非
同
盟
諸
国
の
活
動
に
高
い
関
心
を
寄
せ
始
め
た
の
は
、

一
九
七
三
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
第
四
次
非
同
盟
諸
国
会
議
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
時
に
は
既
に
北
朝
鮮
は
エ
ジ
プ
ト
に
軍
隊
を
送
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
）
16
（

。

さ
ら
に
、
本
稿
で
は
、
北
朝
鮮
か
ら
発
表
さ
れ
た
文
献
を
活
用
し
な
が
ら
、
第
四
次
中
東
戦
争
後
に
お
け
る
エ
ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア
と
の
関

係
の
変
化
や
北
朝
鮮
に
よ
る
武
器
輸
出
政
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
第
四
次
中
東
戦
争
後
、
北
朝
鮮
は
無
償
で
武
器
を
供
与
す
る
の
で
は

な
く
、
貿
易
と
し
て
武
器
を
輸
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
中
東
の
み
な
ら
ず
、
数
多
く
の
国
々
に
武
器
輸
出
を
始
め
、
一
九
八
〇

年
頃
に
は
武
器
需
要
に
生
産
が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
と
な
っ
た
。
第
四
次
中
東
戦
争
へ
の
参
戦
の
よ
う
に
無
償
支
援
で
始
ま
っ
た
北
朝
鮮
の

中
東
諸
国
に
対
す
る
軍
事
協
力
は
、
な
ぜ
現
在
の
よ
う
に
武
器
貿
易
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
疑
問
を
解
く
こ
と
は
、
現
在
、
北

朝
鮮
が
中
東
諸
国
に
武
器
貿
易
の
一
環
と
し
て
ミ
サ
イ
ル
を
輸
出
す
る
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
北
朝
鮮
に

よ
る
第
四
次
中
東
戦
争
へ
の
参
戦
と
そ
の
後
の
北
朝
鮮
の
兵
器
輸
出
政
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
北
朝
鮮
の
中
東
諸
国
に
対
す
る
軍

事
協
力
の
全
体
像
を
論
じ
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
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1
．
南
北
対
話
と
国
連
外
交
の
推
進

一
九
五
三
年
の
朝
鮮
戦
争
停
戦
の
後
、
北
朝
鮮
が
軍
隊
を
海
外
に
送
っ
た
の
は
、
北
朝
鮮
の
文
献
で
確
認
で
き
る
限
り
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

最
中
の
北
ベ
ト
ナ
ム
が
最
初
で
あ
る
。
一
九
六
六
年
末
に
北
朝
鮮
の
空
軍
部
隊
が
北
ベ
ト
ナ
ム
に
送
ら
れ
た
。
同
時
に
、
北
朝
鮮
は
北
ベ
ト

ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
支
援
物
資
を
送
っ
た
）
17
（

。
た
だ
し
、
そ
れ
は
米
国
に
対
抗
す
る
た
め
の
社
会
主
義
陣
営
外
交
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

の
で
あ
っ
て
、
中
東
諸
国
へ
の
派
兵
に
発
展
す
る
よ
う
な
政
策
で
は
な
か
っ
た
）
18
（

。

一
九
六
〇
年
代
末
、
北
朝
鮮
の
外
交
政
策
に
は
大
き
な
変
化
が
現
れ
始
め
た
。
一
九
四
八
年
九
月
九
日
の
建
国
以
来
、
米
国
に
対
抗
す
る

た
め
に
社
会
主
義
陣
営
を
中
心
に
外
交
を
展
開
し
て
き
た
北
朝
鮮
は
、
中
ソ
が
対
立
し
始
め
る
と
一
九
六
〇
年
代
末
に
は
そ
の
政
策
か
ら
後

退
し
始
め
た
。
北
朝
鮮
の
最
高
指
導
者
で
あ
る
金
日
成
が
社
会
主
義
陣
営
の
団
結
を
訴
え
た
の
は
、
一
九
六
八
年
九
月
七
日
の
演
説
が
最
後

と
な
っ
た
）
19
（

。
そ
の
代
わ
り
に
北
朝
鮮
は
、
一
九
六
七
年
一
二
月
六
日
に
発
表
さ
れ
た
政
府
政
綱
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
各
社
会
主
義
国
家
や

新
興
諸
国
と
個
別
に
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
）
20
（

。
一
九
六
〇
年
代
中
盤
か
ら
冷
却
し
て
い
た
中
朝
関
係
も
、
一
九
六
九
年
九
月
一
〇
日
と
一
一

日
に
北
朝
鮮
の
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
崔
庸
健
と
中
国
国
務
院
総
理
で
あ
る
周
恩
来
が
北
京
で
会
談
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
回
復
し
始
め
た
）
21
（

。

そ
の
中
国
が
米
国
に
接
近
し
た
こ
と
が
、
北
朝
鮮
の
対
南
政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
米
中
接
近
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
米
国
家
安
全
保
障
担
当
補
佐
官
が
一
九
七
一
年
七
月
九
日
か
ら
一
一
日
ま
で
訪
中
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
七
月
一
五
日
に
周
恩
来
が

そ
の
事
情
を
説
明
し
に
訪
朝
す
る
と
、
北
朝
鮮
第
一
副
首
相
で
あ
る
金
一
が
七
月
三
〇
日
に
訪
中
し
、
米
中
接
近
に
つ
い
て
了
解
し
た
と
中

国
側
に
伝
え
た
）
22
（

。
そ
の
一
週
間
後
、
八
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
平
壌
市
群
衆
大
会
で
金
日
成
は
、
韓
国
の
与
党
と
も
接
触
す
る
用
意
が
あ
る
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と
語
っ
た
）
23
（

。
九
月
二
〇
日
か
ら
は
南
北
赤
十
字
団
体
代
表
に
よ
る
予
備
会
談
が
開
催
さ
れ
、
南
北
朝
鮮
の
対
話
が
始
ま
っ
た
）
24
（

。
一
九
七
二

年
七
月
四
日
に
は
南
北
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
）
25
（

、
そ
れ
に
基
づ
い
て
南
北
政
府
間
の
意
見
を
調
整
す
る
た
め
に
南
北
調
節
委
員
会
が
一
一
月

三
〇
日
に
発
足
し
た
）
26
（

。

中
国
の
国
連
復
帰
は
、
さ
ら
に
北
朝
鮮
の
外
交
政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
一
九
七
一
年
一
〇
月
二
五
日
に
国
連
総
会
で
中
華
人
民

共
和
国
政
府
の
地
位
が
回
復
さ
れ
る
と
、
一
九
七
二
年
一
月
一
〇
日
に
金
日
成
は
、
国
連
で
は
一
定
の
変
化
が
起
こ
っ
て
お
り
、
米
国
が
思

い
通
り
に
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と
国
連
を
評
価
し
た
。
ま
た
、
金
日
成
は
、
国
連
韓
国
統
一
復
興
委
員
会
の
解
体
と
国
連
軍
で
あ
る

在
韓
米
軍
の
撤
退
を
国
連
が
実
現
す
る
こ
と
に
期
待
し
始
め
た
）
27
（

。
さ
ら
に
、
六
月
一
日
に
金
日
成
は
、
も
し
条
件
を
付
け
な
い
国
連
の
招
待

が
あ
れ
ば
、
国
連
総
会
に
代
表
を
送
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。
社
会
主
義
陣
営
外
交
か
ら
後
退
し
た
金
日
成
は
、
国
連
で
米
国
に
対
抗
し

よ
う
と
し
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
南
北
朝
鮮
が
各
々
国
連
に
加
盟
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
代
表
を
送
る
考
え

で
あ
っ
た
）
28
（

。

一
九
七
二
年
七
月
一
七
日
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
一
三
カ
国
が
、
金
日
成
の
主
張
を
反
映
し
た
決
議
案
に
沿
っ
て
国
連
総
会
で
朝
鮮
半
島

問
題
を
討
議
す
る
こ
と
を
提
起
し
た
）
29
（

。
韓
国
外
務
長
官
で
あ
る
金
溶
植
は
、
七
月
二
四
日
に
「
南
北
対
話
の
成
功
の
た
め
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

案
は
即
時
撤
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
反
対
声
明
を
出
し
た
）
30
（

。
し
か
し
、
北
朝
鮮
政
府
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
案
に
期
待
す
る
と
い
う
声

明
を
七
月
三
一
日
に
発
表
し
、
南
北
朝
鮮
の
意
見
は
対
立
し
た
）
31
（

。
九
月
一
九
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
二
七
次
国
連
総
会
で
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
案

は
討
議
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
次
の
国
連
総
会
で
よ
り
多
く
の
国
家
か
ら
支
持
を
得
る
た
め
に
、
北
朝
鮮
で
は
中
東
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
交

流
が
活
発
と
な
っ
た
。
そ
の
最
中
、
北
朝
鮮
の
副
主
席
で
あ
る
康
良
煜
を
団
長
と
す
る
政
府
代
表
団
が
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ソ

マ
リ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
歴
訪
す
る
た
め
に
一
九
七
三
年
二
月
一
五
日
に
平
壌
を
発
っ
た
。
人
民
武
力
副
部
長
（
防
衛
副
大
臣
に
該
当
）
で

あ
る
張
正
桓
と
外
交
副
部
長
（
外
務
副
大
臣
に
該
当
）
で
あ
る
楊
文
韶
も
随
行
し
た
）
32
（

。
こ
の
政
府
代
表
団
の
エ
ジ
プ
ト
訪
問
が
派
兵
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
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2
．
エ
ジ
プ
ト
へ
の
派
兵

一
九
六
七
年
六
月
に
勃
発
し
た
第
三
次
中
東
戦
争
で
ガ
ザ
地
区
と
シ
ナ
イ
半
島
を
イ
ス
ラ
エ
ル
に
占
領
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
で
は
、

一
九
七
〇
年
九
月
二
八
日
に
大
統
領
に
就
任
し
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ン
ワ
ル
・
サ
ー
ダ
ー
ト
（M

uh. am
m

ad A
nw

ar al-Sā dā t

）
が
、
ソ

連
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
戦
争
準
備
を
進
め
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
七
二
年
七
月
一
八
日
に
サ
ー
ダ
ー
ト
は
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
が
ソ
連
軍
事
顧
問
団
の
撤
収
を
要
求
し
、
す
で
に
撤
収
は
始

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
）
33
（

。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
サ
ー
ダ
ー
ト
自
身
は
、
ソ
連
が
武
器
支
援
の
約
束
を
守
ら
な
い
た
め
、
ソ
連

顧
問
団
の
存
在
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
が
防
御
を
固
め
て
戦
争
を
で
き
な
い
た
め
、
思
い
上
が
っ
た
ソ
連
と
の
関
係
を
正
し
た
か
っ
た
た
め

と
回
顧
録
で
述
べ
て
い
る
）
34
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
は
エ
ジ
プ
ト
軍
の
戦
争
準
備
に
支
障
を
及
ぼ
し
た
）
35
（

。
エ
ジ
プ
ト
軍
総
参
謀
長
で
あ
っ
た

シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
は
、
ソ
連
顧
問
団
が
去
っ
た
後
の
エ
ジ
プ
ト
軍
の
防
空
能
力
と
し
て
、
一
九
七
二
年
末
ま
で
に
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
大
隊
は

ソ
連
顧
問
団
の
能
力
を
補
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ミ
グ
戦
闘
機
の
操
縦
士
不
足
が
問
題
と
し
て
残
さ
れ
た
と
回
想
し
て
い
る
）
36
（

。

そ
の
問
題
の
解
決
の
道
を
開
い
た
の
が
、
イ
ラ
ク
と
シ
リ
ア
を
訪
問
し
た
後
、
国
連
で
の
支
持
を
得
る
た
め
に
一
九
七
三
年
三
月
一
日
か

ら
七
日
ま
で
エ
ジ
プ
ト
を
訪
問
し
た
康
良
煜
を
団
長
と
す
る
北
朝
鮮
政
府
代
表
団
で
あ
っ
た
）
37
（

。
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
は
、
三
月
六
日
に
代
表
団

と
共
に
ス
エ
ズ
前
線
視
察
に
出
か
け
、
そ
こ
で
代
表
団
の
一
員
で
あ
る
張
正
桓
に
、
エ
ジ
プ
ト
軍
操
縦
士
を
訓
練
す
る
目
的
で
朝
鮮
人
民
空

軍
部
隊
の
エ
ジ
プ
ト
派
兵
を
要
請
し
た
。
多
く
の
折
衝
の
後
、
金
日
成
を
訪
問
す
る
た
め
に
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
は
政
府
軍
事
代
表
団
を
率
い

て
四
月
六
日
か
ら
一
三
日
ま
で
北
朝
鮮
に
滞
在
し
た
）
38
（

。
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
の
訪
朝
に
よ
っ
て
派
兵
が
最
終
的
に
決
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

派
兵
は
、
エ
ジ
プ
ト
軍
の
訓
練
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
。
派
兵
さ
れ
る
操
縦
士
と
五
月
二
八
日
に
談
話
し
た
金
日
成
は
、
エ
ジ
プ
ト
大
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統
領
が
派
兵
を
求
め
て
き
た
の
は
「
当
面
の
軍
事
組
織
任
務
を
強
化
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
我
が
操
縦
士
か
ら
空
軍
戦

術
を
学
ぼ
う
と
い
う
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
」
と
述
べ
た
）
39
（

。
し
か
し
、
金
日
成
は
将
来
に
お
い
て
戦
争
が
起
こ
れ
ば
戦
闘
に
加
わ
る
可
能
性
に

つ
い
て
も
言
及
し
て
い
た
の
で
、
派
兵
部
隊
が
戦
闘
に
加
わ
る
こ
と
も
承
知
の
上
で
派
兵
し
た
と
考
え
ら
れ
る
）
40
（

。

派
兵
さ
れ
た
空
軍
部
隊
は
、
六
月
に
エ
ジ
プ
ト
に
到
着
し
、
七
月
か
ら
配
属
さ
れ
た
。
そ
の
空
軍
部
隊
は
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。

シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
に
よ
る
と
、
操
縦
士
二
〇
名
、
航
空
管
制
官
八
名
、
通
訳
五
名
、
事
務
員
三
名
、
医
者
と
料
理
人
が
各
一
名
で
あ
っ
た
。

こ
の
数
字
が
正
確
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
が
「
お
そ
ら
く
歴
史
上
最
も
小
さ
な
国
際
援
軍
」
と
評
価
し
た
よ
う

に
、
相
当
に
小
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
）
41
（

。

エ
ジ
プ
ト
派
兵
の
目
的
に
は
、
一
九
六
六
年
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
の
そ
れ
と
少
し
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
金
日
成
は
、
エ
ジ
プ
ト
派
兵
の
目

的
の
一
つ
と
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
と
の
親
善
団
結
を
強
め
る
た
め
と
主
張
し
た
）
42
（

。
そ
れ
は
エ
ジ
プ
ト
か
ら
国
連
で
の
支
持
を
得
る
た
め
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
の
目
的
は
、
社
会
主
義
陣
営
と
の
団
結
を
高
め
る
た
め
で
あ
り
、
北
ベ
ト
ナ
ム
と
の

親
善
団
結
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
）
43
（

。
社
会
主
義
陣
営
に
宣
伝
す
る
目
的
が
あ
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
と
は
異
な
り
、
エ
ジ
プ
ト
派
兵
で
は
エ
ジ

プ
ト
と
の
二
国
間
だ
け
の
親
善
団
結
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
違
い
は
、
派
兵
情
報
の
漏
洩
に
対
す
る
方
針
に
も
現
れ
て
い
る
。
社
会
主
義
陣
営
全
体
に
派
兵
を
宣
伝
す
る
効
果
を
狙
っ
た
ベ
ト
ナ

ム
派
兵
で
は
、
派
兵
部
隊
の
存
在
が
西
側
に
知
ら
れ
て
も
金
日
成
は
問
題
に
し
な
か
っ
た
）
44
（

。
し
か
し
、
エ
ジ
プ
ト
派
兵
で
は
反
対
で
あ
る
。

金
日
成
は
、
派
兵
情
報
を
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
部
隊
に
厳
命
し
た
）
45
（

。
一
九
七
三
年
八
月
一
五
日
に
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
エ
ジ
プ
ト
で
の
朝
鮮
人

民
空
軍
の
存
在
を
探
知
し
た
と
発
表
す
る
と
、
北
朝
鮮
の
人
民
武
力
部
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
八
月
一
八
日
に
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
発
表
に
反
駁

し
、
そ
の
存
在
を
否
定
し
た
）
46
（

。
二
国
間
だ
け
の
親
善
団
結
が
期
待
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
派
兵
で
は
、
派
兵
部
隊
の
存
在
を
他
国
に
知
ら
せ
る
必

要
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
交
戦
前
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や
米
国
の
警
戒
心
を
高
め
る
だ
け
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

た
だ
し
、
北
朝
鮮
は
、
国
連
で
数
多
く
の
国
家
の
支
持
を
必
要
と
し
た
は
ず
で
あ
り
、
二
国
間
の
親
善
団
結
を
求
め
て
エ
ジ
プ
ト
だ
け
に
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派
兵
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
国
連
で
の
支
持
を
得
る
た
め
、
北
朝
鮮
は
、
様
々
な
国
家
に
対
し
て
派
兵
し
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き

る
。
実
際
、
金
日
成
は
、
エ
ジ
プ
ト
派
兵
に
際
し
て
、
他
国
で
も
操
縦
士
を
訓
練
し
て
い
る
と
述
べ
た
）
47
（

。
国
連
外
交
に
よ
っ
て
北
朝
鮮
は
、

エ
ジ
プ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
数
多
く
の
国
家
に
対
し
て
軍
隊
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

3
．
国
連
外
交
の
推
進
と
第
四
次
中
東
戦
争

北
朝
鮮
で
は
、
国
連
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
送
る
た
め
の
準
備
を
整
え
て
い
っ
た
。
一
九
七
三
年
四
月
六
日
に
最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
二

次
会
議
で
、
北
朝
鮮
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
も
参
加
し
た
上
で
朝
鮮
半
島
問
題
を
国
連
で
討
議
す
る
こ
と
を
世
界
各
国
に
要
請
し
た
「
世
界
各
国

の
国
会
と
政
府
に
送
る
手
紙
」
が
採
択
さ
れ
た
）
48
（

。
五
月
一
七
日
に
世
界
保
健
機
関
に
加
盟
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
北
朝
鮮
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
に
常
駐
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
代
表
部
を
設
置
す
る
資
格
を
得
た
）
49
（

。

し
か
し
、
国
連
に
対
す
る
南
北
朝
鮮
の
方
針
の
違
い
が
表
面
化
し
始
め
た
。
六
月
二
三
日
に
韓
国
大
統
領
で
あ
る
朴
正
熙
は
、
北
朝
鮮
の

国
連
加
盟
に
反
対
し
な
い
代
わ
り
に
、
韓
国
も
国
連
に
加
盟
す
る
意
志
が
あ
る
と
表
明
し
た
）
50
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
二
三
日
に
金
日
成
は
、

南
北
朝
鮮
が
別
々
に
国
連
の
加
盟
国
に
な
る
の
で
は
な
く
、
統
一
し
た
後
に
一
つ
の
国
家
と
し
て
国
連
に
加
盟
す
べ
き
と
演
説
の
中
で
主
張

し
た
）
51
（

。
北
朝
鮮
は
、
南
北
対
話
を
中
断
し
、
米
国
や
韓
国
に
対
抗
す
る
た
め
国
連
で
朝
鮮
半
島
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
を
推
進
し
た
。
韓
国
の
政

治
家
で
あ
る
金
大
中
が
韓
国
中
央
情
報
部
に
よ
っ
て
東
京
で
拉
致
さ
れ
る
事
件
が
八
月
八
日
に
起
こ
る
と
、
北
朝
鮮
で
は
そ
れ
を
理
由
に
し

て
南
北
調
節
委
員
会
を
中
断
す
る
こ
と
を
八
月
二
八
日
に
発
表
し
た
）
52
（

。
そ
の
代
わ
り
に
、
北
朝
鮮
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
参
加
の
上
、
国
連
総

会
で
朝
鮮
半
島
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
は
実
現
し
た
。
九
月
五
日
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
に
北
朝
鮮
の
常
駐
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
代
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表
部
が
開
設
さ
れ
た
）
53
（

。
さ
ら
に
、
九
月
一
八
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
二
八
次
国
連
総
会
で
、
朝
鮮
半
島
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
が
九
月
二
一

日
に
決
定
さ
れ
た
）
54
（

。
し
か
も
、
国
連
総
会
に
北
朝
鮮
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
招
待
す
る
こ
と
も
一
〇
月
一
日
に
決
定
さ
れ
た
）
55
（

。

第
四
次
中
東
戦
争
が
勃
発
し
た
の
は
そ
の
直
後
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
六
日
に
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
の
連
合
軍
が
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
を
急
襲
し

た
。
戦
争
初
期
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
は
敗
北
を
喫
し
た
が
、
や
が
て
反
撃
を
始
め
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
が
反
撃
に
出
た
後
、
金
日
成
は
ア
ラ
ブ
諸

国
支
持
を
全
面
に
出
し
た
。
一
〇
月
一
七
日
に
金
日
成
は
平
壌
駐
在
の
エ
ジ
プ
ト
臨
時
大
使
と
シ
リ
ア
大
使
に
会
い
、
北
朝
鮮
政
府
が
軍
事

も
含
め
た
支
援
を
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
に
送
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
伝
え
た
）
56
（

。
さ
ら
に
、
金
日
成
は
、
一
八
日
に
、
ア
ラ
ブ
諸
国
支
持
を
表

明
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ア
ラ
ブ
一
七
カ
国
の
指
導
者
に
送
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
国
交
が
な
い
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
等
も
含
ま
れ
て
い
た
）
57
（

。
金

日
成
は
、
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
へ
の
軍
事
支
援
を
宣
伝
す
る
こ
と
で
、
ア
ラ
ブ
諸
国
全
体
と
の
親
善
団
結
ま
で
狙
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
金
日

成
は
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
も
エ
ジ
プ
ト
と
の
二
国
間
の
親
善
団
結
が
目
的
で
あ
る
派
兵
に
つ
い
て
は
言
及
を
避
け
た
が
、
同
一
八
日

に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
北
朝
鮮
の
空
軍
部
隊
が
交
戦
し
た
こ
と
を
米
国
政
府
が
発
表
し
、
朝
鮮
人
民
空
軍
部
隊
の
参
戦
は
国
際
的
に
知
ら
れ

た
）
58
（

。『
労
働
新
聞
』
二
〇
一
一
年
二
月
一
二
日
に
よ
る
と
、
北
朝
鮮
の
空
軍
部
隊
は
最
初
の
戦
闘
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
側
の
戦
闘
機
F
4
を
四

機
撃
墜
し
た
と
い
う
）
59
（

。

さ
ら
に
、
シ
リ
ア
に
も
空
軍
部
隊
が
派
兵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
リ
ア
政
府
か
ら
派
兵
要
請
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
朝
鮮
労
働
党

政
治
委
員
会
は
、
シ
リ
ア
と
の
親
善
団
結
を
強
め
る
た
め
、
空
軍
部
隊
を
送
る
こ
と
を
決
定
し
た
）
60
（

。
シ
リ
ア
に
派
兵
さ
れ
る
操
縦
士
と
一
〇

月
二
三
日
に
談
話
し
た
金
日
成
は
、
エ
ジ
プ
ト
派
兵
と
同
様
に
、
交
戦
ま
で
情
報
漏
洩
を
防
ぐ
よ
う
に
命
令
し
た
）
61
（

。
シ
リ
ア
派
兵
も
、
エ
ジ

プ
ト
派
兵
と
同
様
に
、
二
国
間
の
親
善
団
結
が
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

空
軍
部
隊
は
実
際
に
シ
リ
ア
に
派
兵
さ
れ
た
）
62
（

。
し
か
し
、
そ
れ
は
停
戦
後
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
二
二
日
に
は
国
連
安
全
保
障
理
事
会
で
現

状
で
の
即
時
停
戦
を
求
め
る
決
議
が
採
択
さ
れ
、
エ
ジ
プ
ト
は
二
三
日
に
決
議
を
受
諾
し
、
二
四
日
に
は
シ
リ
ア
も
決
議
を
受
諾
し
た
）
63
（

。
戦

闘
が
全
く
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
停
戦
を
受
諾
し
た
シ
リ
ア
に
派
兵
し
て
も
、
北
朝
鮮
の
空
軍
部
隊
が
大
規
模
な
戦
闘
に
参
加
す
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る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
第
四
次
中
東
戦
争
に
お
け
る
朝
鮮
人
民
空
軍
の
戦
果
や
損
害
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
金
日

成
は
全
員
が
健
康
体
で
任
務
を
遂
行
し
た
と
語
っ
て
お
り
、
北
朝
鮮
兵
士
に
は
犠
牲
者
が
一
人
も
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
64
（

。

第
四
次
中
東
戦
争
へ
の
参
戦
の
成
果
は
、
国
連
総
会
で
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
七
三
年
一
一
月
一
四
日
か
ら
第
二
八
次
国
連
総

会
第
一
委
員
会
で
、
北
朝
鮮
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
も
参
加
し
て
朝
鮮
半
島
問
題
が
討
議
さ
れ
る
と
）
65
（

、
エ
ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア
の
代
表
も
北
朝
鮮
の

主
張
を
強
く
支
持
し
た
）
66
（

。
そ
れ
は
、
金
日
成
の
望
み
通
り
、
国
連
韓
国
統
一
復
興
委
員
会
の
解
体
が
一
一
月
二
一
日
に
国
連
総
会
で
決
議
さ

れ
る
と
い
う
成
果
を
も
た
ら
し
た
）
67
（

。
一
九
七
五
年
一
一
月
一
八
日
に
は
第
三
〇
次
国
連
総
会
で
、
朝
鮮
戦
争
停
戦
協
定
の
代
わ
り
に
平
和
協

定
を
締
結
し
、
国
連
軍
司
令
部
を
解
体
し
て
在
韓
米
軍
を
撤
退
さ
せ
る
と
い
う
北
朝
鮮
が
切
望
し
て
き
た
決
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
エ
ジ
プ

ト
や
シ
リ
ア
へ
の
派
兵
と
軍
事
支
援
は
、
国
連
外
交
で
成
功
す
る
一
端
を
担
っ
た
と
い
え
よ
う
。

4
．
支
援
に
対
す
る
見
返
り

中
東
諸
国
に
対
す
る
北
朝
鮮
の
支
援
は
、
エ
ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
後
に
、
金
日
成
は
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
（
パ
レ
ス
チ

ナ
解
放
機
構
を
含
む
）
に
も
実
際
に
支
援
を
送
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
）
68
（

。
さ
ら
に
、
金
日
成
は
、
中
東
の
み
な
ら
ず
、
サ
ハ
ラ
以
南

の
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
あ
る
ア
ン
ゴ
ラ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
に
も
、
数
多
く
の
支
援
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
あ

る
）
69
（

。
北
朝
鮮
は
、
国
連
で
の
支
持
を
増
や
す
た
め
に
一
九
七
五
年
八
月
二
五
日
に
非
同
盟
諸
国
首
脳
会
議
に
加
盟
し
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は

さ
ら
に
数
多
く
の
新
興
独
立
国
や
独
立
運
動
団
体
を
支
援
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
70
（

。

金
日
成
は
、
新
興
独
立
国
や
独
立
運
動
団
体
に
対
す
る
支
援
で
、
基
本
的
に
見
返
り
を
求
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
に
操
縦

士
を
派
兵
す
る
際
で
も
、
金
日
成
は
「
有
事
に
エ
ジ
プ
ト
人
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に
彼
ら
を
助
け
る
の
で
は
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
）
71
（

。
金
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日
成
は
、
一
九
七
五
年
三
月
五
日
に
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
解
放
戦
線
委
員
長
で
あ
る
サ
モ
ラ
・
マ
シ
ェ
ル
（
後
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
初
代
大
統
領
）

と
会
談
し
た
と
き
も
、
基
本
的
に
無
償
で
支
援
す
る
と
言
及
し
て
い
た
）
72
（

。

し
か
し
、
一
九
七
五
年
後
半
に
な
る
と
、
金
日
成
は
、
有
事
に
お
け
る
支
援
の
見
返
り
を
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
に
求
め
始
め
た
。

一
九
七
五
年
九
月
五
日
に
エ
ジ
プ
ト
人
民
議
会
代
表
団
と
会
談
し
た
と
き
に
、
第
四
次
中
東
戦
争
で
の
派
兵
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、

金
日
成
は
「
将
来
、
我
々
が
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
れ
ば
、
あ
な
た
方
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
信
じ
」
て
い
る
と
語
っ
た
）
73
（

。
ま

た
、
一
九
七
五
年
一
一
月
二
日
に
金
日
成
は
、
シ
リ
ア
の
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
バ
ア
ス
党
代
表
団
に
、
ハ
ー
フ
ィ
ズ
・
ア
サ
ド
（H. ā fiz. al-

A
sad

）
大
統
領
が
約
一
年
前
で
あ
る
一
九
七
四
年
九
月
二
八
日
か
ら
一
〇
月
三
日
に
訪
朝
し
た
際
に
、
朝
鮮
半
島
で
戦
争
が
起
こ
れ
ば
援
軍

を
送
る
と
約
束
し
て
く
れ
た
と
語
り
、
見
返
り
を
求
め
る
姿
勢
を
示
し
た
）
74
（

。

派
兵
の
見
返
り
と
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
が
北
朝
鮮
に
ソ
連
製
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
あ
る
ス
カ
ッ
ド
を
引
き
渡
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
）
75
（

。
ノ
ド
ン

や
テ
ポ
ド
ン
等
の
米
国
の
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
で
知
ら
れ
て
い
る
北
朝
鮮
製
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
こ
の
ス
カ
ッ
ド
が
原
型
と
い
わ
れ
て
い
る
）
76
（

。

現
在
の
と
こ
ろ
、
エ
ジ
プ
ト
に
よ
る
ス
カ
ッ
ド
の
引
き
渡
し
は
、
北
朝
鮮
の
文
献
か
ら
確
認
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
、
最
初
か
ら
ス
カ
ッ

ド
の
引
き
渡
し
を
求
め
て
北
朝
鮮
が
派
兵
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
に
よ
る
と
、
北
朝
鮮
の
空
軍
部
隊
が
エ
ジ
プ
ト
に
到

着
し
た
の
は
一
九
七
三
年
六
月
で
あ
っ
た
が
、
ソ
連
の
ス
カ
ッ
ド
・
ミ
サ
イ
ル
旅
団
が
初
め
て
エ
ジ
プ
ト
に
到
着
し
た
の
は
そ
の
一
カ
月
後

の
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
）
77
（

。
ま
だ
エ
ジ
プ
ト
に
ス
カ
ッ
ド
が
存
在
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
朝
鮮
は
派
兵
を
決
定
し
た
の
で
あ

る
。
エ
ジ
プ
ト
が
ス
カ
ッ
ド
を
北
朝
鮮
に
引
き
渡
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
派
兵
後
に
北
朝
鮮
が
見
返
り
を
求
め
た
た
め
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

金
日
成
が
、
見
返
り
を
求
め
始
め
た
の
は
、
原
油
高
騰
に
よ
る
北
朝
鮮
の
経
済
へ
の
悪
影
響
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
五

年
五
月
一
三
日
に
金
日
成
は
、
原
油
価
格
の
高
騰
と
原
油
輸
入
量
減
少
が
経
済
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
燃
料
と
食
糧
の
消
費
を
節
約
す
る

よ
う
に
提
起
し
た
）
78
（

。
二
カ
月
前
で
あ
る
一
九
七
五
年
三
月
五
日
に
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
解
放
戦
線
に
食
糧
を
寄
贈
す
る
と
提
案
し
た
金
日
成
の

余
裕
が
あ
る
態
度
か
ら
考
え
る
と
、
大
き
な
変
化
で
あ
る
）
79
（

。
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金
日
成
が
支
援
を
躊
躇
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
九
七
五
年
一
一
月
二
三
日
に
金
日
成
は
、
南
西
ア
フ
リ
カ
人
民
機
構
（
S
W
A
P
O
）

か
ら
の
武
器
支
援
の
要
請
に
対
し
て
、
即
答
を
回
避
し
た
）
80
（

。
一
九
七
七
年
七
月
一
六
日
に
金
日
成
が
パ
レ
ス
チ
ナ
民
族
解
放
運
動
代
表
団
に

語
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
後
も
無
償
支
援
が
続
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
）
81
（

。
し
か
し
、
燃
料
と
食
糧
の
節
約
を
国
内
に
求
め
な
が
ら
海
外
に
支

援
を
続
け
る
こ
と
に
国
内
の
合
意
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
容
易
に
推
測
で
き
よ
う
。
海
外
へ
支
援
を
送
る
た
め
の
国
内
の
合

意
を
得
る
た
め
に
、
金
日
成
は
支
援
に
対
す
る
見
返
り
を
求
め
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
原
油
高
騰
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
で
は
海
外
に
支
援

を
続
け
ら
れ
る
だ
け
の
経
済
的
な
余
裕
が
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

5
．
国
連
外
交
か
ら
の
撤
退
と
武
器
輸
出

一
九
七
五
年
一
一
月
一
八
日
に
第
三
〇
次
国
連
総
会
で
自
ら
の
主
張
を
反
映
し
た
決
議
案
を
可
決
さ
せ
た
北
朝
鮮
は
、
そ
の
翌
年
に
は
国

連
外
交
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
七
六
年
九
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
一
次
国
連
総
会
で
提
出
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
半
島

問
題
に
関
す
る
決
議
案
は
撤
回
さ
れ
た
。
国
連
駐
在
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
常
駐
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
代
表
部
の
代
表
に
よ
る
と
、
撤
回
の

理
由
は
、
第
三
〇
次
国
連
総
会
で
可
決
さ
れ
た
在
韓
米
軍
撤
退
と
国
連
軍
司
令
部
解
体
、
停
戦
協
定
の
代
わ
り
と
な
る
平
和
協
定
の
締
結
を

米
国
が
実
行
し
な
い
た
め
で
あ
る
）
82
（

。
以
降
、
金
日
成
は
、
国
連
総
会
で
朝
鮮
半
島
問
題
に
関
す
る
決
議
案
を
討
議
し
よ
う
と
は
し
な
く
な
っ

た
。
北
朝
鮮
は
、
国
連
で
支
持
を
得
る
た
め
に
数
多
く
の
国
々
へ
支
援
を
送
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
連
で
よ
り
多
く
の
国
々
か
ら
支
持
を
得
る
目
的
で
加
盟
し
た
非
同
盟
諸
国
首
脳
会
議
へ
は
、
国
連
外
交
か
ら
撤
退
し
て
も
積

極
的
に
参
加
し
続
け
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
外
貨
獲
得
を
目
的
と
し
た
貿
易
振
興
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
八
年
三
月
一
一
日

に
、
金
日
成
は
、
貿
易
不
振
が
経
済
発
展
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
社
会
主
義
国
家
だ
け
で
な
く
他
の
数
多
く
の
国
々
と
の
貿
易
を
振
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興
す
る
こ
と
を
提
起
し
た
）
83
（

。
石
油
高
騰
の
た
め
に
外
貨
が
よ
り
必
要
と
な
っ
た
こ
と
も
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
北
朝
鮮
は
、
貿
易
を

振
興
し
て
経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
非
同
盟
諸
国
と
の
関
係
を
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

武
器
輸
出
は
、
そ
の
貿
易
振
興
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
金
日
成
は
、
発
展
途
上
国
で
は
武
器
と
食
糧
の
需
要
が
多
い
と
語
っ

た
こ
と
が
あ
る
）
84
（

。
し
か
し
、
食
糧
不
足
で
知
ら
れ
る
北
朝
鮮
が
、
中
東
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
て
多
く
の
食
糧
を
輸
出
で
き
た
と
は
考
え

に
く
い
。
そ
の
代
わ
り
に
北
朝
鮮
で
は
農
業
開
発
の
技
術
支
援
を
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
行
っ
た
）
85
（

。
一
方
、
他
国
製
武
器
や
北
朝
鮮
の
一
般
工
業

製
品
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
自
慢
す
る
ほ
ど
金
日
成
は
北
朝
鮮
製
の
武
器
の
品
質
に
自
信
を
持
っ
て
い
た
）
86
（

。
武
器
が
北
朝
鮮
の
輸
出
製
品
の

一
角
を
成
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

し
か
し
、
北
朝
鮮
は
資
源
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
武
器
輸
出
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
一
九
八
一
年
三
月
に
金
日
成
は
、
武
器
生
産
に
必

要
な
一
部
の
原
材
料
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
他
国
か
ら
の
武
器
需
要
に
応
じ
ら
れ
な
い
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
大
統
領
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
）
87
（

。

北
朝
鮮
の
武
器
輸
出
は
、
金
日
成
が
期
待
す
る
ほ
ど
貿
易
を
振
興
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

そ
れ
で
も
武
器
輸
出
は
続
け
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
武
器
輸
出
は
貿
易
振
興
の
た
め
だ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
金
日
成
は
、
非

同
盟
諸
国
の
多
く
を
占
め
る
発
展
途
上
国
に
対
し
て
、
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
国
が
武
器
輸
出
と
食
料
輸
出
に
政
治
的
な
条
件
を
付
け

て
、
影
響
下
に
置
こ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
）
88
（

。
そ
の
た
め
、
発
展
途
上
国
を
米
国
の
影
響
か
ら
解
放
す
る
た
め
に
は
、
北
朝
鮮
が
先

進
国
よ
り
も
安
い
価
格
で
、
し
か
も
政
治
的
な
条
件
を
つ
け
ず
に
、
発
展
途
上
国
に
武
器
を
売
却
す
べ
き
と
金
日
成
は
語
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
）
89
（

。
国
連
外
交
か
ら
撤
退
し
た
後
も
、
北
朝
鮮
が
非
同
盟
諸
国
と
の
関
係
を
積
極
的
に
強
化
し
た
の
は
、
武
器
輸
出
に
よ
っ
て
貿
易
を
振
興

す
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
国
連
外
交
と
同
様
に
米
国
に
対
抗
す
る
目
的
も
併
せ
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
貿
易
振
興
の
目
的
を
持
っ
て
武
器
輸
出
が
推
進
さ
れ
始
め
た
と
は
い
え
、
中
東
に
対
し
て
は
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
も
第
四
次

中
東
戦
争
の
よ
う
な
派
兵
な
ど
に
よ
る
無
償
支
援
を
行
う
可
能
性
が
あ
っ
た
。
一
九
八
二
年
六
月
六
日
に
イ
ス
ラ
エ
ル
が
レ
バ
ノ
ン
に
侵
攻

し
た
こ
と
を
非
難
し
て
、
六
月
二
九
日
に
北
朝
鮮
で
は
「
政
府
声
明
」
を
発
表
し
た
。
声
明
で
は
、
ア
ラ
ブ
人
民
の
要
請
が
あ
れ
ば
支
援
兵
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も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
行
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
）
90
（

。
こ
の
支
援
が
実
際
に
行
わ
れ
た
の
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
一
一
月
九
日
に

も
金
日
成
が
、
シ
リ
ア
の
雑
誌
社
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
ア
ラ
ブ
人
民
か
ら
要
求
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
行
う
と
言
明
し

た
よ
う
に
、
無
償
支
援
を
行
う
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
）
91
（

。

無
償
支
援
の
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
た
が
、
や
は
り
中
東
で
も
実
際
に
貿
易
振
興
の
た
め
の
武
器
輸
出
も
推
進
さ
れ
た
。
そ
れ
が
イ
ラ

ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
最
中
の
イ
ラ
ン
に
対
し
て
も
行
わ
れ
た
軍
事
協
力
で
あ
る
。
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
四
日
に
金
日
成
は
、
イ
ラ
ン
か
ら

訪
朝
し
た
高
位
代
表
団
に
対
し
て
、
技
術
や
経
験
の
交
流
を
進
め
れ
ば
、
軍
事
や
経
済
な
ど
様
々
な
分
野
で
両
国
間
の
関
係
が
発
展
し
、
反

米
闘
争
も
さ
ら
に
強
化
で
き
る
と
語
っ
た
）
92
（

。
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
日
に
イ
ラ
ン
外
務
大
臣
で
あ
る
マ
ヌ
ー
チ
ェ
フ
ル
・
モ
ッ
タ
キ
が
語
っ

た
よ
う
に
、
実
際
に
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
で
イ
ラ
ン
は
北
朝
鮮
か
ら
武
器
を
購
入
し
て
い
た
）
93
（

。
一
九
八
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
北
朝
鮮

は
、
中
東
で
も
無
償
支
援
の
み
な
ら
ず
、
貿
易
振
興
の
た
め
の
武
器
輸
出
を
推
進
し
始
め
た
と
い
え
よ
う
。

ま
と
め

米
国
か
ら
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
に
推
進
し
て
き
た
社
会
主
義
陣
営
外
交
か
ら
後
退
し
た
た
め
、
北
朝
鮮
は
新
た
に
米
国
に
対
抗
す
る

た
め
の
外
交
政
策
を
求
め
て
い
た
。
そ
れ
が
一
九
七
〇
年
代
初
か
ら
始
ま
っ
た
国
連
外
交
で
あ
っ
た
。
国
連
総
会
で
数
多
く
の
国
家
か
ら

支
持
を
得
て
、
国
連
韓
国
統
一
復
興
委
員
会
の
解
体
と
在
韓
米
軍
の
撤
退
、
朝
鮮
戦
争
停
戦
協
に
代
わ
っ
て
平
和
協
定
を
締
結
さ
せ
、
米
国

か
ら
の
脅
威
を
取
り
除
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
の
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
へ
の
派
兵
は
、
社
会
主
義
陣
営
外
交
か
ら
後
退
し
た

北
朝
鮮
が
、
新
た
な
外
交
戦
略
で
あ
る
国
連
外
交
を
推
進
し
た
た
め
に
、
各
国
か
ら
の
支
持
を
得
よ
う
と
し
て
払
っ
た
代
価
の
一
つ
で
あ
っ

た
。

ky5131中東軍事協力cB.indd   170 12.7.15   2:35:31 PM



171 朝鮮民主主義人民共和国による中東諸国への軍事協力

エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
へ
の
派
兵
は
、
社
会
主
義
陣
営
の
団
結
を
目
指
し
た
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
と
は
異
な
り
、
二
国
間
だ
け
の
親
善
団
結
を
求

め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
連
外
交
で
は
、
北
朝
鮮
は
数
多
く
の
国
家
の
支
持
が
必
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
国
連
外
交
の
た
め
の

派
兵
で
は
、
二
国
間
の
親
善
団
結
し
か
求
め
ら
れ
な
い
た
め
、
北
朝
鮮
は
、
様
々
な
国
家
に
対
し
て
派
兵
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
容
易

に
想
像
で
き
る
。
国
連
外
交
は
、
多
数
の
国
家
に
派
兵
す
る
転
機
を
北
朝
鮮
に
与
え
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
北
朝
鮮
は
、
国
連
で
よ
り
多
く
の
国
家
か
ら
支
持
を
得
る
た
め
に
、
軍
隊
だ
け
で
は
な
く
軍
事
支
援
を
多
数
の
国
家
に
送
っ
た
。

一
九
七
五
年
に
は
非
同
盟
諸
国
首
脳
会
議
に
加
盟
し
、
よ
り
数
多
く
の
新
興
独
立
国
や
独
立
運
動
団
体
を
支
援
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
北
朝
鮮
が
数
多
く
の
国
家
に
軍
隊
や
軍
事
支
援
を
送
っ
た
の
は
、
米
国
に
対
抗
す
る
た
め
の
国
連

外
交
を
推
進
し
た
た
め
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
ら
の
支
援
は
基
本
的
に
無
償
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
原
油
高
騰
に
よ
っ
て
、
金
日
成
が
一
九
七
五
年
中
頃
か
ら
燃
料
と
食
糧
の
節
約

を
国
内
に
求
め
始
め
る
と
、
金
日
成
は
過
去
に
派
兵
し
た
エ
ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア
に
見
返
り
を
求
め
始
め
た
。
金
日
成
が
エ
ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア

に
見
返
り
を
求
め
始
め
た
の
は
、
燃
料
と
食
糧
の
節
約
を
国
内
に
求
め
な
が
ら
海
外
に
支
援
を
続
け
る
こ
と
に
国
内
の
合
意
を
得
る
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
金
日
成
が
新
た
な
軍
事
支
援
を
躊
躇
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
無
償
支
援
が
続
け
ら
れ
る
場

合
も
あ
っ
た
が
、
原
油
高
騰
に
よ
っ
て
北
朝
鮮
で
は
海
外
に
支
援
を
続
け
る
経
済
的
な
余
裕
が
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
た
め
、
国
連
外
交
か
ら
撤
退
し
た
後
、
北
朝
鮮
は
無
償
の
軍
事
支
援
で
は
な
く
、
貿
易
振
興
の
た
め
の
武
器
輸
出
に
力
を
入
れ
始
め

た
。
国
連
外
交
か
ら
撤
退
し
た
た
め
、
北
朝
鮮
は
国
連
で
支
持
を
得
る
た
め
に
数
多
く
の
国
家
へ
支
援
を
送
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
し
か

し
、
貿
易
不
振
に
よ
る
外
貨
不
足
が
経
済
発
展
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
貿
易
振
興
の
一
環
と
し
て
武
器
輸
出
を
始
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
非
同
盟
諸
国
会
議
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
多
く
の
発
展
途
上
国
や
新
興
諸
国
と
の
関
係
を
強
化
し
続
け
た
。

武
器
輸
出
は
貿
易
振
興
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
発
展
途
上
国
を
米
国
の
影
響
下
か
ら
解
放
し
て
、
米
国
に
対
抗
す
る
目
的
も
あ
っ
た
。

国
連
外
交
か
ら
撤
退
し
た
後
も
、
北
朝
鮮
が
非
同
盟
諸
国
と
の
関
係
を
積
極
的
に
強
化
し
た
の
は
、
武
器
輸
出
に
よ
っ
て
貿
易
を
振
興
す
る
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た
め
だ
け
で
は
な
く
、
国
連
外
交
と
同
様
に
米
国
に
対
抗
す
る
目
的
も
併
せ
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
第
四
次
中
東
戦
争
の
よ
う
な
無
償
援
助
の
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
北

朝
鮮
で
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
で
の
イ
ラ
ン
へ
の
軍
事
協
力
の
よ
う
に
、
中
東
で
も
貿
易
振
興
の
た
め
の
武
器
輸
出
を
推
進
し
始
め

た
。
現
在
の
よ
う
に
、
外
貨
獲
得
の
た
め
に
中
東
に
対
し
て
ミ
サ
イ
ル
を
輸
出
し
て
い
る
の
は
、
第
四
次
中
東
戦
争
の
よ
う
な
無
償
支
援
の

軍
事
協
力
で
は
な
く
、
そ
の
後
に
始
ま
っ
た
貿
易
振
興
と
し
て
の
軍
事
協
力
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
同
時
に
米
国
に
対
抗
す
る
目
的
も
併
せ

持
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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・
姜
声
鶴
共
編
『
北
韓
外
交
政
策
』（
ソ

ウ
ル
﹇
서
울
﹈、
図
書
出
版
ソ
ウ
ル
プ
レ
ス
﹇
서
울
프
레
스
﹈、
一
九
九
五
年
）
三
五
七
―
三
七
八
頁
。

（
11
） 

朴
在
圭
「
北
韓
の
対
第
三
世
界
軍
事
外
交
政
策
（
북
한
의 

대
제
3
세
계 

군
사
외
교
정
책
）」『
韓
国
政
治
学
会
報
』
第
一
六
輯
（
一
九
八
二
年

一
二
月
）
一
八
一
―
一
九
六
頁
。

（
12
） 

金
日
成
「
エ
ジ
プ
ト
新
聞
《
ア
ル
マ
サ
》
責
任
主
筆
が
提
起
し
た
質
問
に
対
す
る
回
答
（
애
급
신
문
《
알
마
싸
》
책
임
추
필
이 

제
기
한 

질
문
에 

대
한 

대
답
）
一
九
八
六
年
一
〇
月
一
六
日
」『
金
日
成
著
作
集
』
四
〇
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
一
九
五
頁
。
こ
れ

は
、
金
日
成
が
死
去
（
一
九
九
四
年
七
月
）
す
る
三
カ
月
前
の
こ
と
で
あ
り
、
金
日
成
の
生
前
か
ら
第
四
次
中
東
戦
争
へ
の
参
戦
は
公
に
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

（
13
） 

ヤ
フ
ヤ
・
ザ
カ
リ
ヤ
・
ハ
イ
ル
ー
ラ
（
야
흐
야 

자
카
리
야 

헤
이
룰
라
）「
金
正
日
領
導
者
の
胆
力
は
朝
鮮
の
国
力
だ
（
김
정
일
령
도
자
의 

담
력

은 

조
선
의 

국
력
이
다
）」『
労
働
新
聞
』
二
〇
一
一
年
二
月
一
二
日
。
後
に
大
統
領
に
な
る
ホ
ス
ニ
ー
・
ム
バ
ー
ラ
ク
は
第
四
次
中
東
戦
争
で
は

空
軍
司
令
官
で
あ
り
、
派
兵
さ
れ
て
き
た
朝
鮮
人
民
空
軍
と
は
交
流
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
14
） E
gypt State Inform

ation Service, “Friday, July 27, 2007, M
ubarak, K

im
 discuss regional developm

ents, bilateral cooperation, ” 

January 10, 2008, http://w
w

w
.sis.gov.eg/E

n/E
gyptO

nline/Politics/000008/0201000000000000007868.htm

（
15
） Saad el-Shazly, T

he C
rossing of Suez: the O

ctober W
ar 1973

（London: T
hird W

orld C
entre for R

esearch and Pub., 1980

）, 60

―61.
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（
16
） 

金
日
成
「
ペ
ル
ー
朝
鮮
親
善
文
化
協
会
代
表
団
と
行
っ
た
談
話
（
뻬
루
조
선
친
선
문
화
협
회
대
표
단
과 

한 

담
화
）
一
九
七
三
年
九
月
一
五
日
」

『
金
日
成
著
作
集
』
二
八
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
四
九
三
―
四
九
四
頁
。

（
17
） 
金
日
成
「
南
西
ア
フ
リ
カ
人
民
機
構
と
行
っ
た
談
話
（
서
남
아
프
리
카
인
민
조
직
대
표
단
과 

한 

담
화
）
一
九
七
五
年
一
一
月
二
三
日
」『
金
日

成
全
集
』
五
八
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
二
四
五
頁
。
金
日
成
「
セ
イ
シ
ェ
ル
共
和
国
大
統
領
と
行
っ
た
談
話
（
세

이
쉘
공
화
국 

대
통
령
과 

한 

담
화
）
一
九
七
八
年
五
月
四
日
、
七
日
」『
金
日
成
全
集
』
六
七
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）

二
一
頁
。

（
18
） 

宮
本
悟
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
」『
現
代
韓
国
朝
鮮
研
究
』
第
二
号
（
二
〇
〇
三
年
二
月
）
五
八
―
六
七
頁
。

（
19
） 

金
日
成
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
我
人
民
の
自
由
と
独
立
の
旗
じ
る
し
で
あ
り
、
社
会
主
義
、
共
産
主
義
建
設
の
強
力
な
武
器
で
あ
る

（
조
선
민
주
주
의
인
민
공
화
국
은 

우
리 

인
민
의 

자
유
와 

독
립
의 

기
치
이
며 

사
회
주
의
、
공
산
주
의 

건
설
의 

강
력
한 

무
기
이
다
）」『
労
働
新

聞
』
一
九
六
八
年
九
月
八
日
。
金
日
成
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
「
社
会
主
義
陣
営
」
と
い
う
言
葉
さ
え
使
わ
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
中

ソ
の
団
結
を
放
棄
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
、「
社
会
主
義
国
家
の
団
結
」
を
呼
び
か
け
る
こ
と
は
そ
の
後
も
続
い
た
の
で
、
中
ソ
も
含

め
た
各
社
会
主
義
国
家
と
北
朝
鮮
の
友
好
関
係
は
維
持
さ
れ
た
。

（
20
） 

金
日
成
「
国
家
活
動
の
全
て
の
分
野
に
お
い
て
自
主
、
自
立
、
自
営
の
革
命
精
神
を
さ
ら
に
徹
底
的
に
具
現
し
よ
う
（
국
가
활
동
의 

모
든 

분
야

에
서 

자
주
、
자
립
、
자
위
의 

혁
명
정
신
을 

더
욱 
철
저
히 

구
현
하
자
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
七
年
一
二
月
七
日
。

（
21
） 

中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
周
恩
来
年
譜
（
一
九
四
九
―
一
九
七
六
）』
下
巻
（
北
京
、
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
三
二
〇
頁
。

（
22
） 

王
泰
平
主
編
『
中
華
人
民
共
和
国
外
交
史
第
三
巻
：
一
九
七
〇
―
一
九
七
八
』（
北
京
、
世
界
知
識
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
三
九
―
四
〇
頁
。

（
23
） 

金
日
成
「
群
衆
大
会
で
行
っ
た
金
日
成
首
相
の
演
説
（
군
중
대
회
에
서 

하
신 

김
일
성
수
상
의 

연
설
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
一
年
八
月
七
日
。

（
24
） 「
祖
国
の
自
主
的
な
平
和
統
一
の
た
め
我
党
と
共
和
国
政
府
の
支
持
と
誠
意
あ
る
努
力
の
貴
重
な
結
果
（
조
국
의 

자
주
적
인 

평
화
통
일
을 

위
한 

우
리 

당
과 

공
화
국
정
부
의 

진
지
하
고 

성
의
있
는 

노
력
의 

귀
중
한 

열
매
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
一
年
九
月
二
一
日
。

（
25
） 「
南
北
共
同
声
明
」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
二
年
七
月
四
日
。

（
26
） 「
南
北
調
節
委
員
会
共
同
委
員
長
達
の
第
三
次
会
議
の
共
同
報
道
が
発
表
さ
れ
た
（
남
북
조
절
위
원
회 

공
동
위
원
장
들
의 

제
3
차
회
의 

공
동
보

도
가 

발
표
되
였
다
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
二
年
一
二
月
一
日
。

（
27
） 

金
日
成
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
当
面
し
た
政
治
、
経
済
政
策
と
い
く
つ
か
の
国
際
問
題
に
つ
い
て
（
조
선
민
주
주
의
인
민
공
화
국
의 
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당
면
한 

정
치
、
경
제 

정
책
들
과 

몇
가
지 

국
제
문
제
에 

대
하
여
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
二
年
一
月
一
五
日
。
五
年
前
で
あ
る
一
九
六
七
年
一

月
四
日
に
は
、
金
日
成
は
「
国
連
は
朝
鮮
問
題
に
関
与
す
る
ど
の
よ
う
な
資
格
も
権
限
も
な
く
、
さ
ら
に
我
が
国
で
国
連
は
米
帝
国
主
義
者
の

侵
略
を
合
理
化
す
る
道
具
に
利
用
さ
れ
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
た
。
金
日
成
「
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
朝
鮮
問
題
研
究
所
所
長
に
送
っ
た
回
答
書

簡
（
워
싱
톤
에 

있
는 

조
선
문
제
연
구
소 

소
장
에
게 

보
낸 

회
답
서
한
）
一
九
六
七
年
一
月
四
日
」『
金
日
成
著
作
集
』
二
一
巻
（
平
壌
、
朝
鮮

労
働
党
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
六
頁
。

（
28
） 

金
日
成
「
日
本
公
明
党
代
表
団
と
行
っ
た
談
話
（
일
본
공
명
당
대
표
단
과 

한 

담
화
）
一
九
七
二
年
六
月
一
日
」『
金
日
成
著
作
集
』
二
七
巻
（
平

壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
二
四
七
頁
、
金
日
成
「
総
連
組
織
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
在
日
朝
鮮
人
祝
賀
団
と
行
っ

た
談
話
（
총
련
조
직
을 
더
욱 

강
화
할
데 

대
하
여 

재
일
조
선
인
축
하
단
과 

한 

담
화
）
一
九
七
二
年
六
月
一
四
日
」『
金
日
成
著
作
集
』
二
七
巻

（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
二
六
八
頁
。

（
29
） 「
国
連
は
外
勢
の
干
渉
な
く
朝
鮮
の
自
主
的
平
和
統
一
問
題
を
討
議
す
る
南
北
朝
鮮
人
民
の
念
願
に
積
極
的
に
呼
応
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（
유
엔
은 

외
세
의 

간
섭
이 

없
이 

조
선
의 

자
주
적
평
화
통
일
문
제
를 

토
의
하
려
는 

남
북
조
선
인
민
의 

념
원
에 

적
극
적
으
로 

호
응
하
여
야 

한
다
）」『
労

働
新
聞
』
一
九
七
二
年
七
月
二
七
日
。
一
三
カ
国
に
エ
ジ
プ
ト
も
シ
リ
ア
も
入
っ
て
い
な
い
。

（
30
） 「《
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
案
》
撤
回
促
求
（《
알
제
리
안
》
철
회 

촉
구
）」『
朝
鮮
日
報
』
一
九
七
二
年
七
月
二
五
日
。

（
31
） 「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
政
府
声
明
」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
二
年
七
月
三
一
日
。

（
32
） 「
イ
ラ
ク
共
和
国
を
訪
問
す
る
我
国
政
府
代
表
団
が
出
発
し
た
（
이
라
크
공
화
국
을 

방
문
하
는 

우
리
나
라 

정
부
대
표
단
이 

떠
났
다
）」『
労
働
新

聞
』
一
九
七
三
年
二
月
一
六
日
。

（
33
） 

鳥
井
順
『
中
東
軍
事
紛
争
史
Ⅳ 

一
九
六
七
〜
一
九
七
三
』（
第
三
書
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
八
九
頁
、T

he N
ew

 York T
im

es, “E
gypt Tells 

Soviet to W
ithdraw

 M
ilitary A

dvisers and E
xperts, C

iting a ‘N
ew

 Stage ’, ” July 19, 1972.

（
34
） A

nw
ar el-Sadat, In Search of Identity: A

n A
utobiography

（N
ew

 York: H
arper &

 R
ow

, 1978

）, 228

―231.

（
35
） 

鳥
井
、
前
掲
、
一
九
六
―
一
九
八
頁
。

（
36
） Shazly, op.cit., 60.

（
37
） 

代
表
団
の
エ
ジ
プ
ト
滞
在
中
の
行
動
に
つ
い
て
は
『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
三
月
四
日
か
ら
三
月
九
日
ま
で
の
各
記
事
を
参
照
。
三
月
六
日

に
発
表
さ
れ
た
北
朝
鮮
と
エ
ジ
プ
ト
の
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
は
、
統
一
問
題
で
北
朝
鮮
の
立
場
を
支
持
し
、
国
連
で
朝
鮮
半
島
問
題
を
討
議
す
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る
こ
と
を
エ
ジ
プ
ト
が
主
張
し
た
と
明
記
さ
れ
た
（「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
政
府
代
表
団
と
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
政
府
代
表
団
の

間
の
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
（
조
선
민
주
주
의
인
민
공
화
국 

정
부
대
표
단
과 

애
급
아
랍
공
화
국 

정
부
대
표
단 

사
이
의 

공
동
콤
뮤
니
케
）」『
労
働
新

聞
』
一
九
七
三
年
三
月
一
一
日
）。

（
38
） Shazly, op.cit., 60.  

シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
の
北
朝
鮮
滞
在
中
の
行
動
に
つ
い
て
は
『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
四
月
七
日
か
ら
四
月
一
六
日
ま
で

の
各
記
事
を
参
照
。

（
39
） 

金
日
成
「
エ
ジ
プ
ト
に
派
遣
さ
れ
る
飛
行
士
達
と
行
っ
た
談
話
（
애
급
에 

파
견
되
는 

비
행
사
들
과 

한 

담
화
）
一
九
七
三
年
五
月
二
八
日
」『
金

日
成
全
集
』
五
一
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
四
七
一
頁
。

（
40
） 

同
上
、
四
七
四
頁
。

（
41
） Shazly, op.cit., 60.

（
42
） 

金
日
成
、
前
掲
「
エ
ジ
プ
ト
に
派
遣
さ
れ
る
飛
行
士
達
と
行
っ
た
談
話
」、
四
七
二
―
四
七
三
頁
。

（
43
） 

金
日
成
「
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
闘
争
を
支
援
す
る
こ
と
は
共
産
主
義
者
の
崇
高
な
国
際
主
義
的
義
務
と
な
る
。
朝
鮮
人
民
軍
第
二
〇
三
部
隊
軍
人

達
と
行
っ
た
談
話
（
윁
남
인
민
의 

투
쟁
을 
지
원
하
는 

것
은 

공
산
주
의
자
들
의 

숭
고
한 

국
제
주
의
적
의
무
로 

된
다
．
조
선
인
민
군 

제
2
0
1

부
대 

군
인
들
과 

한 

담
화
）
一
九
六
六
年
一
〇
月
一
九
日
」『
金
日
成
全
集
』
三
七
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
三
七
五

―
三
七
六
頁
。

（
44
） 

同
上
、
三
七
六
頁
。

（
45
） 

金
日
成
、
前
掲
「
エ
ジ
プ
ト
に
派
遣
さ
れ
る
飛
行
士
達
と
行
っ
た
談
話
」、
四
七
六
頁
。

（
46
） T

he N
ew

 York T
im

es, “Israeli Forces Say N
orth K

oreans Pilot Som
e E

gyptian Jets ,” A
ugust 16, 1973,

「
朝
鮮
中
央
通
信
社
の
報
道
、

人
民
武
力
部
代
弁
人
イ
ス
ラ
エ
ル
侵
略
者
達
の
我
が
国
に
対
す
る
中
傷
誹
謗
を
反
駁
（
조
선
중
앙
통
신
사
의 

보
도
．
인
민
무
력
부
대
변
인 

이
스

라
엘
침
략
자
들
의 

우
리 

나
라
에 

대
한 

중
상
비
방
을 

반
박
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
八
月
二
一
日
。

（
47
） 

金
日
成
、
前
掲
「
エ
ジ
プ
ト
に
派
遣
さ
れ
る
飛
行
士
達
と
行
っ
た
談
話
」、
四
七
一
頁
。

（
48
） 「
世
界
各
国
国
会
と
政
府
に
送
る
手
紙
（
세
계
각
국 

국
회
와 

정
부
들
에 

보
내
는 
편
지
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
四
月
七
日
。

（
49
） 「
我
が
国
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
国
際
機
構
常
設
代
表
部
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
（
우
리 
나
라
가 

제
네
바
에 

국
제
기
구 

상
설
대
표
부
를 

설
치
하

게 

된
다
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
六
月
五
日
。
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（
50
） 「
南
北
韓
U
N
同
時
加
入
反
対
し
な
い
（
남
북
한 

유
엔
동
시
가
입 

반
대
않
는
다
）」『
朝
鮮
日
報
』
一
九
七
三
年
六
月
二
四
日
。

（
51
） 
金
日
成
「
平
壌
市
群
衆
大
会
で
行
っ
た
金
日
成
同
志
の
演
説
（
평
양
시
군
중
대
회
에
서 

하
신 

김
일
성
동
지
의 

연
설
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三

年
六
月
二
四
日
。

（
52
） 「
南
北
調
節
委
員
会
我
が
方
共
同
委
員
長
声
明
発
表
（
남
북
조
절
위
원
회 

우
리
측 

공
동
위
원
장 

성
명 

발
표
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
八
月

二
九
日
。

（
53
） 「
U
N
駐
在
我
国
常
任
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
代
表
部
が
開
設
さ
れ
た
（
유
엔
주
재 

우
리
나
라 

상
암 

옵
써
버
대
표
부
가 

개
설
되
였
다
）」『
労
働
新
聞
』

一
九
七
三
年
九
月
一
三
日
。

（
54
） 「
U
N
総
会
第
二
八
次
会
議
で
朝
鮮
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
を
決
定
（
유
엔
총
회
제
28
차
회
의
에
서 

조
선
문
제
를 

토
의
하
기
로 

결
정
）」『
労
働

新
聞
』
一
九
七
三
年
九
月
二
五
日
。

（
55
） 「
U
N
総
会
政
治
委
員
会
で
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
代
表
を
朝
鮮
問
題
討
議
時
に
招
待
す
る
と
満
場
一
致
で
決
定
（
유
엔
총
회 

정
치
위
원
회

에
서 

조
선
민
주
주
의
인
민
공
화
국
대
표
를 

조
선
문
제
토
의
시
에 

초
청
하
기
로 

만
장
일
치
로 

결
정
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
〇
月
四
日
。

（
56
） 「
敬
愛
す
る
首
領
金
日
成
同
志
が
我
国
駐
在
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
臨
時
大
使
に
会
っ
た
（
경
애
하
는 

수
령 

김
일
성
동
지
께
서 

우
리 

나
라 

주
재 

애
급
아
랍
공
화
국 

림
시
대
리
대
사
를 
만
나
시
였
다
）」、「
敬
愛
す
る
首
領
金
日
成
同
志
が
我
国
駐
在
シ
リ
ア
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
特
命
全
権

大
使
に
会
っ
た
（
경
애
하
는 

수
령 

김
일
성
동
지
께
서 

우
리 

나
라 

주
재 

수
리
아
아
랍
공
화
국 

특
명
전
권
대
사
를 

만
나
시
였
다
）」『
労
働
新
聞
』

一
九
七
三
年
一
〇
月
一
八
日
。

（
57
） 「
敬
愛
す
る
首
領
金
日
成
同
志
が
、
米
帝
に
嗾
け
ら
れ
た
ユ
ダ
ヤ
復
興
主
義
者
達
に
反
対
す
る
ア
ラ
ブ
人
民
の
正
義
の
闘
争
を
積
極
支
持
し
、
ア

ラ
ブ
国
指
導
者
に
電
文
を
送
ら
れ
た
（
경
애
하
는 

수
령 

김
일
성
동
지
께
서 

미
제
의 

부
추
김
을 

받
는 

유
태
복
고
주
의
자
들
을 

반
대
하
는 

아
랍

인
민
의 

정
의
의 

투
쟁
을 

적
극 

지
지
하
여 

아
랍
나
라 

지
도
자
들
에
게 

전
문
을 

보
내
시
였
다
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
〇
月
一
九
日
。

（
58
） T

he N
ew

 York T
im

es, “Jets Flow
n by N

orth K
oreans A

re R
eported in C

lash W
ith Israelis O

ver M
ideast, ” O

ctober 19, 1973.  

た
だ

し
、
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
に
よ
る
と
、
北
朝
鮮
の
空
軍
部
隊
は
、
八
月
と
九
月
の
小
競
り
合
い
で
も
二
、
三
回
イ
ス
ラ
エ
ル
空
軍
と
交
戦
し
て
い

る
（Shazly, op.cit., 60

）。

（
59
） 

ハ
イ
ル
ー
ラ
、
前
掲
注（
13
）。

（
60
） 

金
日
成
「
シ
リ
ア
に
派
遣
さ
れ
る
飛
行
士
達
と
行
っ
た
談
話
（
수
리
아
에 

파
견
되
는 
비
행
사
들
과 

한 

담
화
）
一
九
七
三
年
一
〇
月
二
三
日
」
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『
金
日
成
全
集
』
五
三
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
八
八
頁
。

（
61
） 
同
上
、
九
三
頁
。

（
62
） 
金
日
成
「
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
人
民
共
和
国
大
統
領
と
行
っ
た
談
話
（
방
글
라
데
슈
인
민
공
화
국 

대
통
령
과 

한 

담
화
）
一
九
七
八
年
九
月

八
日
、
一
〇
日
」『
金
日
成
全
集
』
六
八
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
三
九
頁
。

（
63
） 

田
上
四
郎
『
中
東
戦
争
全
史
』（
原
書
房
、
一
九
八
一
年
）
三
五
二
―
三
五
三
頁
。

（
64
） 

金
日
成
「
飛
行
隊
戦
闘
員
同
務
達
に　

エ
ジ
プ
ト
に
行
っ
て
い
る
飛
行
士
達
に
送
っ
た
書
簡
（
비
행
대
전
투
원
동
무
들
에
게
．
애
급
에 

가
있
는 

비
행
사
들
에
게 
보
낸 

서
한
）
一
九
七
三
年
一
一
月
七
日
」『
金
日
成
全
集
』
五
三
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
二
一
二

頁
。

（
65
） 「
U
N
総
会
第
二
八
次
会
議
で
朝
鮮
問
題
討
議
が
始
ま
っ
た
（
유
엔
총
회 

제
28
차
회
의
에
서 

조
선
문
제
토
의
가 

시
작
되
였
다
）」『
労
働
新
聞
』

一
九
七
三
年
一
一
月
一
六
日
。

（
66
） 「
エ
ジ
プ
ト
代
表
の
演
説
（
애
급
대
표
의 

연
설
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
一
月
二
三
日
、「
シ
リ
ア
代
表
の
演
説
（
수
리
아
대
표
의 

연

설
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
一
月
二
四
日
。

（
67
） 「
米
帝
の
御
用
機
構
、
内
政
干
渉
道
具
で
あ
る
《
U
N
韓
国
統
一
復
興
委
員
団
》
解
体
、
二
つ
の
朝
鮮
操
作
策
動
阻
止
、
祖
国
統
一
三
大
原
則
の

威
力
を
輝
か
し
く
誇
示
（
미
제
의 

어
용
기
구
、
내
정
간
섭
도
구
인
《
유
엔
한
국
통
일
부
흥
위
원
단
》
해
체
、
두
개 

조
선 

조
작
책
동 

저
지
、
조

국
통
일
3
대
원
칙
의 

위
력
을 

빛
나
게 

과
시
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
一
月
二
二
日
。

（
68
） 

金
日
成
「
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王
国
国
会
代
表
団
と
行
っ
た
談
話
（
하
쉐
미
트 

요
르
단
왕
국 

국
회
대
표
단
과 

한 

담
화
）
一
九
七
九
年

五
月
二
七
日
」『
金
日
成
全
集
』
六
九
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
三
八
七
頁
。
金
日
成
「
パ
レ
ス
チ
ナ
民
族
解
放
運
動

代
表
団
と
行
っ
た
談
話
（
팔
레
스
티
나
민
족
해
방
운
동
대
표
단
과 
한 

담
화
）
一
九
七
七
年
七
月
一
六
日
」『
金
日
成
全
集
』
六
三
巻
（
平
壌
、

朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
二
七
六
頁
。

（
69
） 

金
日
成
「
ザ
ン
ビ
ア
大
統
領
と
行
っ
た
談
話
（
잠
비
아
공
화
국 

대
통
령
과 
한 
담
화
）
一
九
八
〇
年
四
月
六
日
」『
金
日
成
全
集
』
七
一
巻
（
平

壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
一
一
頁
。

（
70
） 

一
九
七
五
年
五
月
五
日
に
行
わ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
祝
賀
団
と
の
談
話
で
金
日
成
は
、
非
同
盟
諸
国
会
議
の
加
盟
国
だ
け
で
も
国
連
総
会
で
北
朝

鮮
を
支
持
す
れ
ば
、
第
三
〇
次
国
連
総
会
の
表
決
に
お
い
て
北
朝
鮮
の
主
張
が
反
映
さ
れ
た
決
議
案
を
可
決
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
語
っ
た
。
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金
日
成
「
総
連
事
業
を
人
と
の
事
業
に
徹
底
的
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
在
日
本
朝
鮮
人
祝
賀
団
と
行
っ
た
談
話
（
총
련
사
업
을 

사
람

과
의 

사
업
으
로 

철
저
히 

전
환
시
킬
데 

대
하
여
、
재
일
본
조
선
인
축
하
단
과 

한 

담
화
）
一
九
七
五
年
五
月
五
日
」『
金
日
成
著
作
集
』
第
三
〇

巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
二
九
二
―
二
九
三
頁
。

（
71
） 

金
日
成
、
前
掲
「
エ
ジ
プ
ト
に
派
遣
さ
れ
る
飛
行
士
達
と
行
っ
た
談
話
」、
四
七
二
頁
。

（
72
） 

金
日
成
「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
解
放
戦
線
委
員
長
と
行
っ
た
談
話
（
모
잠
비
끄
해
방
전
선 

위
원
장
과 

한 

담
화
）
一
九
七
五
年
三
月
五
日
」『
金
日
成

全
集
』
五
六
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
四
〇
九
頁
。

（
73
） 

金
日
成
「
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
人
民
会
議
代
表
団
と
行
っ
た
談
話
（
애
급
아
랍
공
화
국
인
민
회
의
대
표
단
과 

한 

담
화
）
一
九
七
五
年
九

月
五
日
」『
金
日
成
全
集
』
五
七
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
五
〇
四
頁
。

（
74
） 

金
日
成
「
シ
リ
ア
の
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
バ
ア
ス
党
代
表
団
と
行
っ
た
談
話
（
수
리
아
아
랍
사
회
부
흥
당
대
표
단
과 

한 

담
화
）
一
九
七
五
年
一
一

月
二
日
」『
金
日
成
全
集
』
五
八
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
一
九
一
頁
。
ア
サ
ド
の
北
朝
鮮
滞
在
中
の
行
動
に
つ
い
て

は
『
労
働
新
聞
』
一
九
七
四
年
九
月
二
九
日
か
ら
一
〇
月
三
日
ま
で
の
各
記
事
を
参
照
。

（
75
） 

も
と
も
と
は
ソ
連
が
北
朝
鮮
に
ス
カ
ッ
ド
を
渡
し
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。
韓
国
国
防
部
が
発
行
す
る
『
国
防
白
書
』
で
は
、
一
九
九
四
年
発
行

版
ま
で
は
ソ
連
が
渡
し
た
と
記
し
て
い
た
が
、
一
九
九
五
年
発
行
版
か
ら
エ
ジ
プ
ト
が
渡
し
た
と
記
し
始
め
た
（
政
策
企
画
官
室
編
纂
『
国
防

白
書
一
九
九
五
〜
一
九
九
六
』
ソ
ウ
ル
﹇
서
울
﹈、
大
韓
民
国
国
防
部
、
一
九
九
五
年
、
六
三
頁
）。
い
つ
か
ら
こ
の
説
が
出
て
き
た
の
か
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
一
九
八
九
年
に
韓
国
で
出
版
さ
れ
た
論
文
に
は
、
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
李
台
鎬
「
北
韓
の
誘
導
弾
開
発
趨
勢
と
展

望
――Scud-B

とW
orm

を
中
心
に
（
북
한
의 

유
도
탄 
개
발 

추
세
와 

전
망
︱
︱Scud-B

와 W
orm

 

을 

중
심
으
로
）」『
国
防
と
技
術
（
국
방

과 

기
술
）』
第
一
二
七
号
、
一
九
八
九
年
九
月
、
七
頁
）。
な
お
、
北
朝
鮮
や
エ
ジ
プ
ト
の
資
料
を
根
拠
に
論
じ
た
研
究
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
76
） 

防
衛
庁
編
「
平
成
一
八
年
度
版 

日
本
の
防
衛
――
防
衛
白
書
――
」（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
六
年
）
三
〇
頁
。

（
77
） Shazly, op.cit., 133

―135.

（
78
） 

金
日
成
「
燃
料
と
食
糧
節
約
闘
争
を
強
化
し
、
戦
争
準
備
を
う
ま
く
や
る
こ
と
に
つ
い
て 

朝
鮮
中
央
委
員
会
政
治
委
員
会
で
行
っ
た
演
説
（
연

료
와 

식
량
절
약
투
쟁
을 

강
화
하
며 

전
쟁
준
비
를 

잘
할
데 

대
하
여
、
조
선
로
동
당 

중
앙
위
원
회 

정
치
위
원
회
에
서 

한 

연
설
）
一
九
七
五
年

五
月
一
三
日
」『
金
日
成
全
集
』
五
七
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
一
四
二
―
一
七
九
頁
。

（
79
） 

金
日
成
、
前
掲
「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
解
放
戦
線
委
員
長
と
行
っ
た
談
話
」
四
〇
九
頁
。
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（
80
） 

金
日
成
「
南
西
ア
フ
リ
カ
人
民
機
構
代
表
団
と
行
っ
た
談
話
（
서
남
아
프
리
카
인
민
조
직
대
표
단
과 

한 

담
화
）
一
九
七
五
年
一
一
月
二
三
日
」

『
金
日
成
全
集
』
五
八
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
二
四
五
頁
。

（
81
） 
金
日
成
、
前
掲
「
パ
レ
ス
チ
ナ
民
族
解
放
運
動
代
表
団
と
行
っ
た
談
話
」
二
七
六
頁
。

（
82
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
六
年
九
月
二
三
日
。

（
83
） 

金
日
成
「
対
外
貿
易
を
多
角
化
、
多
様
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。
貿
易
部
門
人
員
協
議
会
で
行
っ
た
演
説
（
대
외
무
역
을 

다
각
화
、
다
양
화
할

데 

대
하
여
．
무
역
부
문 

일
군
협
의
회
에
서 

한 

연
설
）
一
九
七
八
年
三
月
一
一
日
」『
金
日
成
全
集
』
六
六
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
）
二
三
七
頁
。

（
84
） 

金
日
成
、
前
掲
「
パ
レ
ス
チ
ナ
民
族
解
放
運
動
代
表
団
と
行
っ
た
談
話
」
二
七
五
頁
。

（
85
） 

農
業
開
発
の
技
術
支
援
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
が
最
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
金
日
成
「
タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
に
派
遣

さ
れ
た
農
業
技
術
協
調
団
成
員
達
と
行
っ
た
談
話
（
탄
자
니
아
련
합
공
화
국
에 

파
견
된 

농
업
기
술
협
조
단 

성
원
들
과 

한 

담
화
）
一
九
八
二
年

一
〇
月
四
日
」『
金
日
成
全
集
』
七
六
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
六
九
―
二
七
四
頁
。

（
86
） 

金
日
成
、
前
掲
「
対
外
貿
易
を
多
角
化
、
多
様
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
二
四
六
頁
。
金
日
成
「
タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
大
統
領
と
行
っ
た

談
話
（
탄
자
니
아
련
합
공
화
국 

대
통
령
과 
한 
담
화
）
一
九
八
一
年
三
月
二
六
〜
三
〇
日
」『
金
日
成
全
集
』
七
三
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出

版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
一
七
六
頁
。

（
87
） 

同
上
、
一
七
八
頁
。

（
88
） 

金
日
成
、
前
掲
「
パ
レ
ス
チ
ナ
民
族
解
放
運
動
代
表
団
と
行
っ
た
談
話
」
二
七
五
―
二
七
六
頁
。
金
日
成
、
前
掲
「
タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国

大
統
領
と
行
っ
た
談
話
」
一
七
八
頁
。

（
89
） 

同
上
。

（
90
） 「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
政
府
声
明
（
조
선
민
주
주
의
인
민
공
화
국 
정
부
성
명
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
八
二
年
六
月
三
〇
日
。

（
91
） 

金
日
成
「
シ
リ
ア
雑
誌
〈
ジ
ョ
イ
ス
・
ア
ル
・
シ
ャ
ア
ブ
〉
社
の
社
長
が
提
起
し
た
質
問
に
対
す
る
回
答
（
수
리
아
잡
지
〈
져
이
슈 

알 

샤

압
〉
사 

사
장
이 

제
기
한 

질
문
에 

대
한 

대
답
）
一
九
八
二
年
一
一
月
九
日
」『
金
日
成
著
作
集
』
三
七
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、

一
九
九
二
年
）
三
〇
七
頁
。

（
92
） 

金
日
成
「
イ
ラ
ン
回
教
共
和
国
高
位
代
表
団
と
行
っ
た
談
話
（
이
란
회
교
공
화
국 

고
위
대
표
단
과 

한 

담
화
）
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
四
日
」
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『
金
日
成
全
集
』
七
八
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
四
四
〇
頁
。

（
93
） 「
イ
ラ
ン
：
外
相
、
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

米
と
の
交
渉
継
続
」『
毎
日
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
日
（
夕
刊
）。

ky5131中東軍事協力cB.indd   181 12.7.15   2:35:39 PM




